
 
 

 

掛井五郎 

会期: 2023 年 2 月 25 日（土）– 3 月 25 日（土） 

会場: タカ・イシイギャラリー（complex665） 

 

タカ・イシイギャラリーは 2 月 25 日（土）から 3 月 25 日（土）まで、掛井五郎の個展を開催いたします。

掛井は 1950 年代から、立体作品を軸に、油彩、ドローイング、エッチングやリトグラフなどメディウムや

技法に捉われない自由な制作を精力的に続けた日本の戦後の彫刻家として知られています。当画廊での初

個展となる本展では、晩年まで制作を続けた掛井の膨大な作品より、1970 年代から 2000 年代にかけて制

作された立体作品と油彩画を展示いたします。 

 

1949 年、戦後の混乱期に静岡から上京した掛井は、木内克の彫刻作品に出会います。後に「人生が始まっ

た」と振り返るように、掛井はこの出会いをきっかけに彫刻家としての人生を歩み始めました。翌年、東

京藝術大学彫刻科へ入学後、本格的に彫刻制作と向き合い始めた掛井は、アカデミックな技法には飽き足

らず次第に石膏の直づけによって大胆なデフォルメを加えた独自の人体表現を追求するようになります。 

1957 年には「受胎告知」にて第 21 回新制作展の新作家賞を受賞し、その後も「処女マリア」（1958 年）、

「ヨブ」（1961 年）、「使徒」（1962 年）などキリスト教の信仰から生み出された作品を数多く発表していま

す。18 歳で洗礼を受けた掛井にとって、聖書に由来する作品を制作することは、聖書の解釈の手段である

とともに、人間という存在の本質を問う自身の思索を表現する行為でもありました。また、掛井は、素材

の多様化や若い世代の作家による自由な表現が大頭した 1960 年代の現代美術の新動向に与することなく、

自身の制作のモチーフを極めて古典的な「人間」に拘り独自の具象表現を愚直に探求し続けました。 

 

セザンヌの巨大な「女性水浴図」を見ても、不器用とも思えるほどに人体が変形して、自然と人間の風景

画を作っている。人間はすべての基本である。人間をデッサンしなければ自然も理解できない。 

掛井五郎作品集、用美社、2009 年より抜粋 

 

1965 年の第 8 回サンパウロ・ビエンナーレへの出品を機にアメリカ、トリニダード・トバゴ、ブラジル、

メキシコを周遊した掛井は、中でもメキシコの彫刻に強く惹かれ、その後 1968 年から 2 年間メキシコに渡

り大学で教鞭をとります。メキシコから帰国後の掛井の人体表現からは、肉体の表現に対する意識の変化

による形態の単純化が見られ、以前のプリミティブな印象が薄まっているほか、キリスト教を主題とした

モチーフからも徐々に離れていくなど、メキシコの文化や木彫制作に触れたことによる掛井の造形意識へ

の様々な変化が見てとれます。1970 年代以降には、引き続き肉体のボリュームが強調された屋外彫刻を多

く制作していますが、84 年から 85 年には、それまでに見られた量塊がそぎ落とされ、手足が大きく引き

伸ばされた細⾧い体のバランスが特徴的な「人間の問題」シリーズを制作しています。 



また、掛井が作品のモチーフとして何度も用いている最愛の母・ちゃうの死や、大病を患い⾧い闘病生活

を経験した掛井は、1990 年代以降の作品において、より豊かな人間味とユーモアの要素を表現の中に落

とし込んでいます。70 年に及ぶ制作活動の最晩年においてもその制作意欲は途切れることなく、既成の

美術概念に捉われない独創的な作品の数々を残しています。 

 

掛井のおもな個展として、「彫刻・掛井五郎の世界」現代彫刻センター（東京、1984 年）、「北に東に」中

原悌二郎記念旭川市彫刻美術館（北海道、1999 年）、「掛井五郎・夏の森」大川美術館（群馬、2011 年）

など。主なグループ展には、「日本近代彫刻の一世紀：写真表現から立体造形へ」茨木県立近代美術館

（茨木、1991）、徳島県立近代美術館（徳島、1991 年）に循環、「彫刻の新世代展」国立近代美術館（東

京、1963 年）、「ストーリーズ展」静岡県立美術館（静岡、2021 年）など。主な受賞は、第 7 回中原悌二

郎賞最優秀賞（1976 年）、第 7 回現代日本彫刻展神戸須磨離宮公園賞（1977 年）、第 9 回現代日本彫刻展

東京国立近代美術館賞／神奈川県立近代美術館賞（1981 年）高村光太郎賞（1981 年）、第 23 回中原悌二

郎賞（1992 年）など。 

 

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願いいたします。尚、掲載用写真の貸出など、御質問がございま

したら下記までお問い合わせ下さい。 

タカ・イシイギャラリー 展覧会担当: 見目茜 プレス担当: 須崎真代 (press@takaishiigallery.com) 

〒106-0032 東京都港区六本木 6-5-24 complex665 3F tel: +81 (0) 3 6434 7010 fax: +81 (0) 3 6434 7011 

e-mail: tig@takaishiigallery.com website: www.takaishiigallery.com 

営業時間: 12:00 – 19:00 定休日: 日・月・祝祭日 

 

Goro Kakei 

“Area-Ⅱ”, 1991 

Bronze 

95 x 58 x 52 cm 

 

 

Goro Kakei 

“Untitled”, 2001 

Oil on canvas 

145.5 x 112 cm 

 


